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SAIGAIKYUEN HINOKISINTAI 災害時の救援活動 立教１８４年

災
救
通
信
令和３年

２月１日

第２１号

発 行

天理教

災害救援

ひのきしん隊

北海道教区隊

逐次発行

今
シ
ー
ズ
ン
は
全
国
各
地
で
記
録
的
寒
波

が
次
々
に
襲
来
し
て
い
る
。
昨
年

月

日

12

16

～

日
に
は
関
越
道
の
新
潟
、
群
馬
の
県
境

19
付
近
で
一
時

台
の
車
が
最
大

時
間
立
ち

2100

52

往
生
し
た
。
更
に
年
が
明
け
７
日
か
ら
９
日

に
か
け
て
次
の
寒
波
が
北
日
本
や
東
日
本
の

日
本
海
側
を
通
過
し
、
秋
田
県
八
森
で
は
最

大
瞬
間
風
速

・

㍍
の
風
速
、
新
潟
県
高

42

4

田
で
は

時
間
の
降
雪
量
が
１
・

㍍
と
、

24

03

共
に
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

一
方
、
道
内
で
も
こ
う
し
た
寒
気
の
影
響

を
受
け
昨
年

月
、
岩
見
沢
市
で
は
観
測
史

12

上
最
多
の
積
雪
を
記
録
し
累
計
で
は

㌢
と

450

な
っ
た
。
ま
た
、
隣
接
す
る
三
笠
市
で
は
岩

見
沢
市
を
上
回
る
降
雪
と
な
り
、

月
累
計

12

降
雪
量
は

㌢
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
事
か

706

ら
１
月
８
日
、
急
き
ょ
南
空
知
支
部
隊
（
寺

澤
信
彦
隊
長
）
へ
三
笠
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
以
下
、
社
協
）
か
ら
、
独
居
老
人
宅
や
生

活
困
難
者
宅
へ
の
除
排
雪
の
要
請
が
入
っ

た
。
こ
れ
は
災
救
通
信
等
で
も
既
報
し
て
き

た
通
り
、

数
年
前
よ
り
こ
の
地
区
で
冬
季

20

訓
練
と
し
て
社
協
と
連
携
を
取
っ
て
除
排
雪

作
業
を
実
施
し
て
き
た
こ
と
が
、
こ
の
度
の

要
請
に
至
っ
た
経
緯
で
あ
る
。

支
部
隊
で
は
こ
れ
を
受
け
て
、
例
年
実
施

宣

誓

我
々
は
天
理
教
災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん

隊
員
で
あ
り
ま
す
。
一
列
兄
弟
の
自
覚
に

立
ち
、
真
実
を
も
っ
て
救
援
活
動
に
あ
た

り
ま
す
。

し
て
い
る
訓
練
の
他
に
出
動
を
検
討
。

但
し
支
部
隊

だ
け
で
は
こ
の
豪
雪
に
対
し
て
限
界
も
あ
り
、
近
隣
支

部
隊
派
遣
の
要
望
が
教
区
隊
に
あ
っ
た
。
早
速
、
教
区

隊
で
は
災
害
対
策
委
員
長
の
西
垣
教
区
長
と
相
談
し
出

動
可
能
な
近
隣
支
部
長
と
連
絡
を
取
っ
て
三
笠
市
へ
の

応
援
出
動
を
決
定
し
た
。

１
月

日
、
午
前
９
時
半
三
笠
市
社
協
に
集
合

17

し
た
一
同
は
作
業
開
始
に
あ
た
り
三
笠
市
社
協

上
田
直
樹
事
務
局
長
、
教
区
災
救
隊
寺
澤
副
隊

長
（
兼
南
空
知
隊
長
）
よ
り
挨
拶
、
作
業
説
明

を
受
け
二
班
に
分
か
れ
て
現
場
へ
と
向
か
っ

た
。今

回
出
動
し
た
隊
員
は
、
南
空
知
支
部
隊
10

名
、
室
蘭
支
部
隊
２
名
、
札
幌
中
南
支
部
隊
２

名
、
千
恵
広
支
部
隊
３
名
、
日
高
支
部
隊
２
名
、

空
知
支
部
隊
２
名
、
天
龍
支
部
隊
１
名
、
計
22

名
（
教
区
ス
タ
ッ
フ
含
む
）
他
に
社
協
か
ら
３

名
の
合
計

名
で
作
業
に
あ
た
っ
た
。

25

現
場
は
想
像
を
遙
か
に
超
え
る
積
雪
で
、
長

年
こ
の
地
で
作
業
を
行
っ
て
き
た
隊
員
達
も
、

あ
ま
り
の
多
さ
に
驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た
。
日

高
支
部
隊
か
ら
応
援
出
動
し
た
吉
田
正
徳
隊
長

は
「
只
々
雪
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
よ
く
こ

う
し
た
中
で
住
民
の
方
は
生
活
を
さ
れ
又
、
支

部
の
方
々
は
毎
年
こ
う
し
た
ひ
の
き
し
ん
を
続

け
ら
れ
て
い
る
姿
、
学
ば
せ
て
も
ら
い
感
激
し

ま
し
た
。
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。
ま
た
、
窓
や

玄
関
を
も
塞
ぐ
勢
い
で
積
も
っ
た
民
家
に
住
む

年
配
女
性
は
、
「
お
か
げ
で
と
て
も
明
る
く
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
で
安
心
し
て
住
む
こ
と
が
出

来
ま
す
。
」
と
隊
員
達
に
感
謝
を
伝
え
た
。

こ
の
度
の
使
用
機
材
も
多
く
、
ス
コ
ッ
プ
、

南空知支部隊へ

近隣支部隊応援出動

すっぽり住宅を飲み込んだ豪雪。どこから手をつけよう。
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SAIGAIKYUEN HINOKISINTAI 信仰信念の強化 立教１８４年

安全を第一に作業を進める。

富
良
野
支
部
隊

１
月

日
、
富
良
野
支
部
隊
（
坂
本
雄
大
隊
長
）

30

で
も
上
富
良
野
町
社
協
と
連
携
し
住
宅
２
軒
の

除
排
雪
作
業
を
実
施
し
た
。
支
部
隊
参
加
者
は

７
名
。

一
軒
目
は
住
宅
や
車
庫
等
の
屋
根
の
除
雪
を

行
い
、
社
協
の
協
力
の
下
、
地
元
の
上
富
良
野

高
校
の
先
生
１
名
と
生
徒
８
名
が
応
援
に
入
っ

て
下
さ
り
、
隊
員
が
屋
根
か
ら
落
と
し
た
雪
を

ひ
た
す
ら
運
ん
で
い
た
だ
い
た
。
二
軒
目
は
隊

員
の
み
で
民
家
屋
根
の
除
雪
を
一
軒
目
同
様
に

コ
ロ
ナ
対
策
を
し
っ
か
り
講
じ
て
実
施
す
る
こ

と
が
出
来
た
。

こ
の
日
、
天
気
予
報
と
は
打
っ
て
変
わ
り
雪

も
風
も
な
く
穏
や
か
な
日
の
中
作
業
が
出
来
、

事
故
や
怪
我
な
く
、
良
い
汗
を
か
い
て
勇
ん
で

作
業
が
出
来
た
事
、
皆
の
喜
び
と
な
っ
た
。

ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
は
本
よ
り
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
、
ロ
ー
タ
リ
ー

除
雪
機
３
台
、
加
え
て
支
部
伝
統
の
手
作
り
ス
ノ
ー
シ
ュ

ー
タ
ー
（
プ
ラ
波
板
を
つ
な
ぎ
屋
根
か
ら
雪
を
滑
ら
せ
る
）

等
を
駆
使
し
て
作
業
を
行
っ
た
。

こ
の
日
、
総
勢

名
で
総
力
を
あ
げ
て
作
業
出
来
た
件

25

数
は
４
軒
。
い
か
に
多
く
の
雪
だ
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
除
排
雪
を
通
し
令
和
１
年

月
に
出
動
し

11

た
台
風

号
被
災
地
（
い
わ
き
市
、
鹿
沼
市
）
で
の
汚
泥

19

除
去
も
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ

る
。解

隊
式
で
は
改
め
て
三
笠
市
社
協
上
田
事
務
局
長
よ
り

感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
解
散
と
な
っ
た
。

南
空
知
支
部
で
は
こ
の
後
、
１
月

日
に
は
岩
見
沢
市

31

内
の
教
会
除
排
雪
、
２
月
１
日
に
は
再
び
三
笠
市
社
協
の

要
請
を
受
け
除
排
雪
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

解隊式にて。左端が三笠市社協の上田事務局長。

勢揃いした富良野支部隊員。感染対策も万全です。

今
後
の
各
隊
予
定

天
龍
支
部
隊

２
月

～

日

深
川
市
除
排
雪

19

20い
ず
れ
も
雨
龍
大
教
会
集
合

空
知
支
部
隊

作
業
箇
所
が
膨
大
の
た
め
個
々
に
対
応

そ
の
他
支
部
隊

未
定


